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国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む　
２０

歳
か
ら　

歳
に
な
る
ま
で
す
べ
て

６０

の
人
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
若
い
時
に
は
老
後
の
こ
と

は
あ
ま
り
気
に
し
ま
せ
ん
が
、
私

た
ち
は
い
つ
か
必
ず
老
後
を
迎
え

ま
す
。
自
営
業
な
ど
の
人
は
も
ち

ろ
ん
、
職
場
の
年
金
（
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
）
加
入
者
の
配
偶
者

お
よ
び
学
生
の
方
も
国
民
年
金
に

加
入
し
、
加
入
者
全
員
が
将
来
、

共
通
の
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
年
金
に
加
入
中
、

万
が
一
ご
本
人
が
亡
く
な
っ
た

り
、
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ

た
時
な
ど
の
場
合
は
、
一
定
の
要

件
を
満
た
せ
ば
遺
族
基
礎
年
金
・

障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
る
な

ど
不
測
の
事
態
に
も
年
金
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
老
齢
基
礎
年
金
な

ど
の
給
付
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
税
金
の
所

得
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
全
国
各
地
の
国
民
年
金
健
康

保
養
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
が
割

安
な
価
格
で
利
用
で
き
た
り
、
マ

イ
ホ
ー
ム
建
築
の
際
の
低
利
な
住

宅
資
金
の
融
資
、
教
育
資
金
の
貸

付
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

豊
か
な
老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う
基

礎
年
金
に
上
乗
せ
す
る
国
民
年
金

基
金
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
て
昼
間
部
に

通
う
学
生
の
方
を
対
象
に
、
届
出

（
申
請
）
を
し
て
承
認
を
受
け
れ

ば
、
在
学
期
間
中
の
保
険
料
が
後

払
い
で
き
る
仕
組
み
で
す
。
手
続

き
さ
え
す
れ
ば
、「
も
し
も
」
の
と

き
も
安
心
で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
期
間
中
の
障
害

や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
に

は
、
満
額
の
障
害
基
礎
年
金
ま
た

は
遺
族
基
礎
年
金
が
保
障
さ
れ
ま

す
。

① 
学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
用
件
に
は

算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
満
額
の
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
も
、

保
険
料
の
追
納
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
学
生
納
付
特
例
期
間
か
ら　
１０

年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

② 
扶
養
親
族
等
が
い
な
い
学
生

の
場
合
は
、　

万
円
ま
で
の
所
得

68

で
あ
れ
ば
こ
の
制
度
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

③ 
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
申
請

の
あ
っ
た
月
の
前
月
か
ら
承
認
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
承
認

さ
れ
る
ま
え
の
期
間
は
、
保
険
料

を
納
め
な
け
れ
ば
未
納
期
間
と
な

り
、
そ
の
間
に
万
が
一
の
事
故
で

障
害
が
残
っ
て
も
障
害
基
礎
年
金

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

第
１
号
被
保
険
者
で
所
得
税
と

住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
や
病
気

・
失
業
な
ど
で
収
入
が
少
な
く
経

済
的
に
保
険
料
納
付
が
困
難
な
方

は
未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
免
除
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
免
除
が
承
認
さ
れ
る

と
そ
の
期
間
に
見
合
う
年
金
受
給

額
は
納
め
た
場
合
の
３
分
の
１
と

し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
免
除
期
間

中
の
保
険
料
は　

年
以
内
な
ら
一

１０

定
の
金
額
を
加
算
し
て
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
免
除
承
認
期

間
は
申
請
し
た
月
の
前
月
か
ら
そ

の
年
度
の
３
月
分
ま
で
で
す
。

　

手
続
き
に
は
年
金
手
帳
・
印
鑑

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
や

障
害
基
礎
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
病
気
や
け
が
で
障
害
者
に
な
っ

た
と
き

　

原
則
と
し
て
、
国
民
年
金
に
加

入
中
に
初
診
日
の
あ
る
病
気
や
け

が
で
障
害
者
に
な
っ
た
時
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、　

歳
に
な
る
前
に
初
診

２０

日
が
あ
る
病
気
や
け
が
が
原
因
で

障
害
者
に
な
っ
た
場
合
は
、
一
定

の
基
準
に
よ
り　

歳
か
ら
年
金
が

２０

受
け
ら
れ
ま
す
。

○
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期

間
の
３
分
の
２
以
上
保
険
料
納
付

期
間
が
必
要
で
す

　

加
入
期
間
の
う
ち
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
と
保
険
料
の
免
除
を

合
わ
せ
た
期
間
が
３
分
の
２
以
上

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
平
成　

年
１８

３
月
ま
で
に
初
診
日
の
あ
る
と
き

は
直
近
の
１
年
間
に
保
険
料
の
滞

納
が
な
け
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

○
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
支
給

　

障
害
基
礎
年
金
の
額
は
定
額

で
、
障
害
の
程
度
が
１
級
の
場
合

は　

万
５
千　

円
２
級
の
場
合
は

１００

３００

　

万
４
千　

円
が
受
け
ら
れ
ま

８０

２００

す
。

○
子
の
加
算
額

　

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
当
時
、
そ
の
加
入

者
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て

い
た
子
に
、
子
の
加
算
額
が
支
給

さ
れ
ま
す
。子
に
つ
い
て
は
、　

歳
１８

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月

　

日
ま
で
の
子
か
、
ま
た
は　

歳

３１

２０

未
満
で
障
害
の
あ
る
子
が
対
象
に

な
り
ま
す
。
年
金
額
は
１
人
目
お

よ
び
２
人
目
の
子
に
各　

万
１
千

23

　

円
、
３
人
め
以
降
の
子
に
そ
れ

４００ぞ
れ
７
万
７
千　

円
が
支
給
さ
れ

１００

ま
す
。
（
平
成　

年
度
の
も
の
）

１２

■
一
般
市
民
相
談

　

市
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
、
ま

た
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
困
っ

て
い
る
こ
と
、
悩
ん
で
い
る
こ
と

な
ど
、
な
ん
で
も
結
構
で
す
。
ど

な
た
で
も
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓

口
で
す
。

■
法
律
相
談
（
予
約
制
）

　

相
続
、
離
婚
、
金
銭
貸
借
、
損

害
補
償
・
賠
償
な
ど
、
日
常
の
法

律
問
題
に
つ
い
て
弁
護
士
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

■
人
権
・
身
の
上
相
談
（
田
無
庁

舎
の
み
予
約
制
）

　

家
庭
内
で
の
も
め
ご
と
、
不
当

な
圧
迫
や
名
誉
棄
損
な
ど
の
人
権

侵
害
、
近
所
付
き
合
い
で
悩
ん
で

い
る
こ
と
な
ど
、
法
務
省
か
ら
委

嘱
を
受
け
た
人
権
擁
護
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

■
不
動
産
相
談
（
予
約
制
）

　

宅
地
・
建
物
の
取
り
引
き
、
借

地
・
借
家
（
地
代
・
家
賃
）
問
題

な
ど
不
動
産
の
諸
問
題
に
つ
い

て
、
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
の
専

門
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
税
務
相
談
（
予
約
制
）

　

相
続
税
、
贈
与
税
、
不
動
産
取

得
税
、
パ
ー
ト
に
関
わ
る
税
務
な

ど
に
つ
い
て
、
税
理
士
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

■
交
通
事
故
相
談
（
予
約
制
）

　

交
通
事
故
の
損
害
賠
償
問
題
、

示
談
の
方
法
、
保
険
の
手
続
き
な

ど
、
都
交
通
事
故
相
談
員
、
弁
護

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
表
示
登
記
相
談

　

土
地
の
分
筆
、
地
目
変
更
、
隣

家
と
の
境
界
な
ど
の
問
題
に
つ
い

て
は
土
地
家
屋
調
査
士
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

■
登
記
相
談

　

土
地
・
建
物
の
名
義
、
抵
当
権

の
設
定
、
所
有
権
移
転
登
記
、
仮

登
記
、
法
人
登
記
な
ど
登
記
全
般

に
つ
い
て
司
法
書
士
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

■
行
政
相
談

　

国
や
公
社
、
公
団
、
事
業
団
、

そ
の
ほ
か
、
国
の
出
先
や
公
共
機

関
に
対
す
る
苦
情
、
要
望
な
ど
に

つ
い
て
、
総
務
庁
か
ら
委
嘱
を
受

け
た
行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

■
行
政
手
続
き
相
談

　

官
公
庁
に
提
出
す
る
書
類
作
成

や
、
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、
行

政
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

■
住
宅
増
改
築
相
談

　

住
宅
の
増
改
築
や
修

繕
、
見
積
も
り（
無
料
）な

ど
住
宅
に
関
す
る
こ
と
な

ら
な
ん
で
も
結
構
で
す
。

住
宅
増
改
築
等
工
事
斡
旋

事
業
登
録
団
体
の
相
談
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
消
費
者
セ
ン
タ
ー�
　
２５

・
４
１
４
１
）

■
年
金
・
労
災
・
失
業
保
険
・
人

事
管
理
一
般
相
談

　

社
会
保
険
、
厚
生
年
金
、
労
災
、

そ
の
他
人
事
管
理
な
ど
に
つ
い

て
、
社
会
保
険
労
務
士
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

■
消
費
生
活
相
談

　

衣
食
住
な
ど
、
生
活
に
関
し
て

疑
問
に
思
っ
た
と
き
、
契
約
を
し

た
け
れ
ど
困
っ
た
と
き
な
ど
に
、

専
門
の
消
費
生
活
相
談
員
が
そ
の

問
題
解
決
や
被
害
防
止
の
た
め
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
電
話
で

も
相
談
で
き
ま
す
。

（
消
費
生
活
相
談
室�
　

・
４
０

２５

４
０
）

■
求
職
･
求
人
相
談
（
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
）・
高
年
齢
者
職
業
相
談

　

三
鷹
公
共
職
業
安
定
所
係
員

が
、
仕
事
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
の
相

談
に
、
ま
た
、
武
蔵
野
高
年
齢
者

就
業
相
談
所
係
員
が　

歳
以
上
の

５５

方
の
再
就
職
の
あ
っ
せ
ん
を
は
じ

め
、
仕
事
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な

相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
相
談
日
時
な
ど
が
変
わ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
市
報
で
確
認
の
う

え
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
予
約
制
の
相
談
は
、
市
報
に
掲

載
の
後
、
受
け
付
け
ま
す
。

▽
相
談
場
所
は
、
田
無
庁
舎
は
２

階
市
民
相
談
室
、
保
谷
庁
舎
は
１

階
市
民
相
談
室
と
な
り
ま
す
。

   
市
で
は
、
一
般
市
民
相
談
、
法
律
相
談
を
は
じ
め
、
各
種
相
談
の
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

な
に
か
お
困
り
の
こ
と
、
お
悩
み
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。、
ど
こ
に
ど
う
相
談
し
た
ら
よ
い
か
、
ま

た
問
い
合
わ
せ
た
ら
よ
い
か
、
わ
か
ら
な
い
と
い
う
時
に
は
、
気
軽
に
市
民
相
談
室
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

各
庁
舎
の
市
民
相
談
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
、
助
言
を
す
る
各
種
相
談
も
開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談
日
時
と
内

容
は
、
毎
号
の
「
広
報
西
東
京
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
か
ら
お
受
け
し
た
相
談
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
生
活
文
化
課　

市
民
相
談
室
（
田
無
庁
舎
２
階�
内
線　
　

保
谷
庁
舎
１
階�
内
線　

）
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ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
を

�
�
�
�
�
�
�
�

 
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

   国民年金の国民年金の
お知らせ　　　お知らせ

   ◆保険年金課国民年金係
                           田無庁舎�内線1４９３、1４９4

                           保谷庁舎�内線2137、2138

◇
国
民
年
金
加
入
の
手
続

国
民
年
金
加
入
の
手
続

き
は
お
済
み
で
す
か

き
は
お
済
み
で
す
か

◇
学
生
納
付
特
例
制
度
の

学
生
納
付
特
例
制
度
の

ご
利
用
に
つ
い
て

ご
利
用
に
つ
い
て

◇
国
民
年
金
保
険
料
の
免

国
民
年
金
保
険
料
の
免

除
申
請
は
、
４
月
〜
５
月

除
申
請
は
、
４
月
〜
５
月

中
に
提
出
を

中
に
提
出
を

◇
障
害
基
礎
年
金
は
ど
ん
な

障
害
基
礎
年
金
は
ど
ん
な

時
に
受
け
ら
れ
る
の

時
に
受
け
ら
れ
る
の

　　

〜
放
送
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
〜

　　　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前
９
時　

分
〜　

分　

１５

30

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
８
時　

分
〜　

分

15

30

　

土
曜
日
・
日
曜
日　

午
前
９
時　

分
〜　

分

１５

30

　　
　
　
　
　
　
   
前
半
は
、「
広
報
西
東
京
」を
も
と
に
市  

                    
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
、
後
半
は
、
市
の
職 

                    
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
い
う
形
式
で
放 

                    
送
し
て
い
ま
す
。

                    
＊
災
害
時
に
は
、
災
害
の
状
況
や
復
旧
状 

                    
況
な
ど
に
つ
い
て
も
、
エ
フ
エ
ム
放
送
を 

                    
通
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